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～盛岡の史跡・文化財を外国人に知ってもらうには～

▼研究の概要（背景・目標）
盛岡市には多種多様な文化財が現存する。外国人観光客・イン
バウンド観光促進の必要性が叫ばれているが，盛岡の観光対
象となる文化財に対して，外国人に対する統一した検討がなさ
れていないのが現実である。本研究調査では、こうした各施設
での取り組みを主導する，共通した思想やツールを獲得するこ
とを目的とする。言語や文化の異なる外国人に，地域の歴史・
文化に裏付けられた魅力を伝えるためには，既存の日本語パン
フレットを「翻訳」するのではなく，来訪する外国人が持っている
グローバルスタンダードな歴史的な知識や知見に，落とし込ん
だ解説法を開発する。

▼研究の成果（結論・考察）

•１．外国人が、地域の歴史の詳細な内容について興味を持って
いることが明らかになった。つまり，説明者側も単に英語が達者
であるだけではだめで、こうした歴史についての詳しい内容を，
聞く側の知識の水準にあわせて解説する取り組みが必要であ
ることが改めて浮き彫りになった。

•２．紫波城古代公園が施設としていっそう魅力的な発信をする
べき（宣伝発信と体験などの実施）であるという趣旨の答えが多
かった。

こうした提言は，本調査研究を始めるきっかけとなった問題意
識と、基盤を共有しており、本研究のほう光栄の正しさを、外国
人の方々が実証してくれた形になった。

▼研究の内容（方法・経過）

１．調査対象：来訪観光客・在留外国人・留学生など

2. 調査内容：史跡のひとつ「紫波城」を実地体験してもらって、
アンケート調査を実施。案内は，教育的成果も考え，国際文化
学科の学生に対応させた。アンケート内容は右図の通り。

実施の前に，紫波城の基礎的な知識を学生に獲得させるため
に，共同研究者であり紫波城の専門家である今野公顕（盛岡
市教育委員会）が学生を対象に事前勉強会を実施，その上で
「外国人観光客に岩手の歴史文化を英語で伝えるIN紫波城古
代公園」を実施。

4．当日在留外国人３名と学生４名が参加，学生の解説によっ
て体験会が実施された。

▼おわりに（まとめ・今後の展開）
1．本研究で得られた成果を踏まえて、今後は、実地調査を積み上げることでニーズを正確に把握し、それに基づいてガイド用の英語パンフレットの
施策，ガイドの内容についての解説書などの施策を試みていくことになろう。

2.．アンケートの量、質を高め瑠ことが，今後の課題として重要である。

3．.調査実施にあたり、ご協力いだいた関係諸氏に感謝申し上げる。

「紫波城や東北の古代史について理解できたか」という質問に対しては「アイヌの
ことは知られているのに、なぜ東北の蝦夷は知られていないのか不思議だ。」立
ち入った歴史の詳細な内容について興味を持っていることが明らかになった。
「紫波城古代公園が、外国人に興味を持ってもらうにはどうしたらよいか。」という
問いについては、「当時の歴史や、この史跡がどうかかわっているかなどを示す
表や図があるといい。平安時代の知識がない外国人だと、わからないかもしれな
い。」「10年以上も前に藤原の里を訪れたが、当時の衣装を着たマネキンや飾り、
家具などがあり、活気が感じられた。（略）当時の様子を再現するように作られて
いるようには感じなかった。」といったように、紫波城古代公園が施設としていっそ
う魅力的な発信をするべき（宣伝発信と体験などの実施）であるという趣旨の答え
が多かった。

実地研修会の様子【紫波城古
代公園および展示施設】


